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東由山さん(柴崎町2 丁目)と 


陶芸をたのしむ 


今月は柴崎町にあずま陶房を開く東由山先生に1 H 入門。陶器づくりに挑戦 
した。信楽の土を主にブレンドされた土をこねる、こねる。 1 ■土練り3年 j とい 
うぐらい基本の作業。普段、こねるといえば屁理屈ぐらいの記者が、先生から 
いただいたアドバイスは r 土に逆らわない j こと。「人はやがて土に帰るんだか 
らサ j 。 確かに土に触れている間の穏やかな心持ち。あれは何だったんだろ 
う。慌ただしい日常に疲れたら、また陶房を訪ねよう。 
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は本の根っこみたいな衫だね j しん十が L め 
じのワンポイントをつけてくれた-二 A 次はい 
よい ITJT 人“，义成灰で L ばら < の+ 技!. 


メード•イン • えくてびあん 
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參地続吉の近未来 

SFBft 幽の来米都 yfi : その風眾が空想で 
はなく.現在と地紱さのものだとしたら • 
それ ii 石板から始まるのからしれない • 





何をしているのか.何を売っているの 
か、右板はそれで充分/ 笨描きの文 
字が甜っています。おや，「6攸娘 j の 
姿も兑之ますよ= 
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え<てびあんレボート 

立川看板集 

〜第2弾〜 

さりげなくそこにあるようで 
よくよく見れば、それぞれに個性あふれるメッセージ c 
古いもの、新しいもの、情緒や風格、ユーモア…。 
工夫や趣向を凝らし店を「語る」その表情は 
たかが看板などと侮れません。 

87年8月号で敲初にお送りした時も 
フムフ厶 なるほどと唸りましたが 
さすが立川看板、「見卜.げた」もんデス。 






1 •威風堂々/一枚板 

店の名を一 nm に刻み描くその心 
〆 垵はいかばか 1 )か。植年の漉と n 
術や商 ift への自13«地が下がります* 


mi 通 


ruf 明 > 


— 玄武堂薬局《綱2丸1\漢 
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月刊 • え<てびあん-立 JII と路ろう • 立 JII に生きよラ 


通巻 134 巻 
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こ. S : 周 ik い鍋：味より 

'て20をもな 


だ間交 f 大一丨だん 
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.あもで A ラえめ中つい 
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,:,平 P もち; illl 手味 

のん今的生打り， >• は炎 

月.—「格：級 m. 周'ぐし M 

いおのは ，かそ先、全 

著 r たりたとい郎生衿 

いとつ作’んそ i 先加 

畀りまんまない村 r # 






7月 9 H * アミユ I たちかわに 

て • K 川 rfiIM * 学級の明設20周年 

を W ぅ記念公演が行われました • 

当： n は学級生の作： SI : ょるォリ 

ジナル曲の合 ns •出演者 50 名を超 

える演刺「#い玄石」の上演など • 

日頃の練習の成果を披！ T 说場の 

客席から拍手喝采をあび i した • 


我務教育課程を炫ぇた e 度の知 

的 ffi 苫を持つ人とボランテイア有 

志で«农される^#学級は*昭和 

^^•立川二中れ菜学級の卒^牛 

を屮心に沏没されました。阇設以 

米 •学 锊の衍嘑にあたる中忖一郎 

さん (* 川 一 屮教論)のモット— 

は「0由/ 

「学級生とかボランナイアとかの 

垣 ffi はありません•仲間と して 尨 

兄を 1 a い合ぅ•沖問と I てお/1い 

を往$する • ， v んな中で0由な雾 

网 51 を 作つ ていきたいんです」 

かつての学級生が•今ではボラ 

ン テイ r として後*の面倒を ft る 

といぅ光-0:も古舂学級ならでは* 

「あるボランテイアの一人が姑し 

てたんです U この学級に米た こと 

<: よつ て rG 分の方が救われた I 

つて…」 
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ジョイフルブラザの 

今昔物語 

呼 ^ をりのリラ 7 ゼ|ション 
金 U4 ぐの ru なく 「W く」ビ云 
ふヒ 4 を ^ i せるビ 
杳りヒ共に玆リ•への声 
「今 U 昔-く ,J 
热 5 复の日を 

をりビ彳ご- r も 



「パパの手は何の魔法の手？」 

台所に立つ麥が「，ママの芋は魔法の手、 H でもでき 
ちやぅ不 B 議な手…」と歌いながら料理 L ているのを W 1 
き，4法になる .& 子が私にたずねました e tr さに政の 
屮で自分の g を色々と考ぇてみたのですが*や〇ばり 

「お菜子を作る魔法の手かな」 

と答えて L まいました • 

私は • 男ばかりの3人兄弟の木っ子 t して生まれまし 
た•女の子を W 侍した母が•台所を手伝わせたからなの 
か•もと t と料理 W きだつたのか思い出せませんが、 «. 
がつく t ょく台所に立つていました。 

「卵の白身に砂 ffi を入れて•一牛«命かきまぜ6と生ク 
リ—ムになるんだょ / J 

母の 1 H に力いっばい卵白を isi 立てたのが、私の初め 
てのお菓子作りでした" 

★ 

小さい頃から、物を作ることが好きだった私は•店を 
持ち，それを^かしてオリジナ y ティーを発揮 L たくな 
りました々 

•ぅまいケ—キを作りたい*から*哀ばれるケ—キを作 
りたい•へ tH 持ちが移-〇てきました。 

やつと1やべれるょぅになつた.&*十に、お氕に入りの 
ドラえもんのケ—キを作り，「これなんだ ？ utpfl く t * 
&子はニッと笑って1ドラぇもん5」こんなことをきり 
かけ<:•巾の好きなこどもには卓の杉のバースデイケー 
キ"新姑さんのお ft 取がビアノの先生•そう米れば4然， 
ウェディングケ—キはピア/の形"てんとラ虫、セ—ラ 
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t ムーン•ウルトラマンにドラゴンボール…"色々なヶ 

—キ妒供ハてかぉし； T - 

ビアノのカタログ集めから始まり•型紙作々、 fl 鍵、 

M 鍵の ft を数えたり•！2{虫21鑑を引っばり出し、てんと 

う虫の足は何本？背中の星の並び友は？などなど • 

仕事でありながら私には*しい時問ですし 

★ 

ケ—キ敉室をはじめました。色々な人たち t かかわり、 

その人たちにケーキ作りを身近に®じてほ I いからです • 

これは思<#た以 t に大变でしたが，. S ; 欲的な生徒さん 

から、毎 n 仕. 1 i の屮で S れかけてい6初心を感じ，自分 

を>4つめ ie す大切な時問になりました" 

初めてのヶ—キ作りに K 張しながらも•則•からあふれ 

んばかりにふ<»くらと勝らんだヶ|キを*ォ|プンから 

取0出した時の欧み戸贿に眠-0ていた道民で.りつば 

なお菜子を作り上げた® is ◊ヶ—キ教室には•いろんな 

胳觔があります ■ 

★ 

こうして改めて文章に L てみると.お^子を作るこ t 

は私に tc て生活のためであり，迎味であり•勉強で* 

り•そして今一*大切な家族に•その思いを伝える手段 

でもあったようです。 

虫ぐらいへつちゃらな？どもになつては1い*そう思 

えばまた！ SS を^つば9出して，てんとう虫やらかぶと 

虫のケ1キを作るだろうし•そんな思いが家族に伝われ 

ば…*やつばりババの手は•お电 ?- を作る*法の手なの 

かも知れません。本当は魔法じやなくて•私にはこんな 

A 法でしか気持ちを伝えられないだけなのですが … C 



愛 fit 案はにま 
PT く発に fe い 
たょの方社© 
れ t - Ji の•に 
か侍社下賴改 
描氕行の笑ぅ 
にと茂如のへム 
Dll つ皆/こ出 
埜も H に U こ 

のを中めで次 
所所のた内私 
務巢社の社^« 
氓収11:人 
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菜ゴめ 4 ま 
丄のたをい),づ 
栗くる^て笑か 
建 近すのれ < ょ 
H 、 に前らもで 
中はぅ。え ^ 4 
„卵ょの M ぅ住 
H の i ももい に 
丁こえた々と街 
1 " られ木りの 
町期 t かなくこ 
曙 X て描さつ。 

いつで小そす 
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EriidJVI 少^'-時代の 

nupBE 欠岛さん、学 
1 ^ y - d : I « s ¥ 絵 
M 3&-1 BZ * を描ぃてぃて、 
1^ぃ姑“ ^牛一から色 W 
PE $ P b だ4われた。 
矢&さんが他の子とは違う独14な 
色 W いをしていたからだ，「昔つか 
ら«流なんですよ」と笑う* 

若菜 i * J で il 容店を®む- x * fe さ4 
は立川美術会で ffi 绷中。今一:の作 
IV .は5月にアミ JL I たちかわで W 
かれた『柒21回立^-和实斯《.| 

に出品されたもの。淡い色彩の屮 
で 5 fi り合う二ん U 恋入 N 1- だろう 
か*-あたり 一. €に優しさが広がる • 
水 li から入り油絵に虹向し6年* 
「給を描くようになつてから*い 
ろんな t のがきれい1:兒えるよう 
にな'〇たんですよ，不思沭だね」 
我流•大いに結！ r 大切なのは 
ft /: ものを『きれい」と感じるこ 
とができる心を « <!ていること* 

つているような気がする- 
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真如苑だより 


八 n 八日の^•秋を越えると' 稃 
の上では「秋/あの8さの中では 
ビンとさませんでしたが、«われ 
てみれば確かに籾は叫るくなるの 
が H く•夕方 Hft くなるのが^い • 
秋は目に見えて！つていきます* 
今：！！：もどラぞ、 ftta 苑におでか 
けください♦お^:ちしています • 

■U 時 9 B 2 ng 

2時一 - r 時 

■砷本#•典如宝^^をはじめと 

して映画などりだくさんの RI .4 

がしてございます。 

■お屮 L 込み U 「ぇくてびぁ八. 

コンパニオン J <^ n - i を手渡してく 

れた人)へ， 


残*-觥しい80の17=2から22=! 
まで，新«なつた.«岛闇8啭，催 
取場会場で「アラ X 力 alJ の；^ ft 
K が nB かれていた4栄町の«物^ 
A ^ •久田袱夂5んの作品を 40 点 
はど Ife めたもので、速 H の盛況ぶ 
b であつた。アラスカ館は匁論、 
衧生ゆたかな！ PJI 物だが、一方では 
まるで - t ぬいぐるみ」のよラな^ 
愛い?<情をして tt せたり•幼 XI の 
ようなしぐさを•時1:兒せてくれ 
る。それを兌て*钗^茗から思わ 
ずなごんだ笑い^が沸き >r つ ♦ 拔 
彩名の久 III さんは、かなりの危険 
をおか L て榀黔 L ているのだが、 
そんな索振りは傲|«も) i せずにい 
る e ある盘咔では* S - 剃役右と似 
ているところがあるのかも知れな 
い。錐台 lli の兴労は im らず*であ 
る。撖つて発* L て I まえば•あ 
とは_舴"|が1\渉>して听く令立 
川^ rl ; to て哨しかつたのは•來 
京•斬宿でも•大阪で t 大成功を 
収めたこの写托 M のフィナ—レは 
われらが「*川」でという希望を 
久田さんはいつも持ち統けてきた 
ことであつた-入は「郫上」とい 
うことをどう疗えているのであろ 
うか ♦ vrt 钱の才—プ _- 

I テイ f で 34 かが、こういう人が 
立川から « 出 I たことを^りに思 
うと as つていたが、 ft 分を^てて 
くれた十地 • 人の©に相いようと 
する芄侍ちが，この残 »1 :一陴の 
奭やかな風を送ってくれたのかも 
知れない ♦ W I 葉新 fl) の ff に 
えくてびあん ** 


•9 .ff SACT 半曲•一 十杉 fBe 小 wivJP 

覼/||«名塚 BHKIt ^ 払 tlsflll 
01田 m 子松本わかこ 
1 »«一明_上«|洫 

スタジオ？0,3中 tt # fiasffi , 


尹え<て C /36 ん第 CW 号 

平成七罕九月 I 日発 ff 

象麻えくてびあん W 集‘ 

衆京鄯-^川市喁8?2->7-5 

杉日ビル.6 F 〒£ 

^话0四||五§’00咨2 

F A X 〇四二五'.:-*:* -297 

51簋免杆人 
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多摩川の朝 


編 


与輿:鈴木克吉 
短歌：消水定子 


朝焼けは 
神の給ひし 
緞帳か 

陽はおもむろに 
巻きあげてゆく 
















